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診 療 科 の 紹 介

　　当センター産科は、総合周産期母子医療セン

ターかつ OGCS の基幹病院として大阪府内におけ

るハイリスク胎児・妊産婦に高水準の診療を提供し

てきました。現在 18 名のスタッフが精力的に診療にあたっ

ております。母体胎児集中治療室 (MFICU) は 9 床を備え、産

科救急にも 24 時間対応し、年に約 190 件の母体搬送を受け

入れています。特に常位胎盤早期剥離等の胎児救命症例は即

座に受入れするよう努力しております。

　分娩は年間約 1600 件を取り扱いますが、セミオープンシ

ステムによる分娩も積極的に取り扱っています。このうち、

早産が約 2 割を占めますが、スムースに新生児科による新生

児管理に繋ぎます。

　当センターの初診外来では、患者さんのリスクの有無を問

わず随時、診療をお受けしております。胎児外来では精密な胎児診断と胎児治療を提供し、小児各科と連

携して生後の治療の準備を行います。多胎外来で多胎妊娠に関する専門的管理を行い、特に双胎間輸血症

候群に対するレーザー凝固術は年に約 40 例に施行しています。また最近では、胎児精密超音波外来、出

生前カウンセリング外来、早産予防外来、母体合併症外来を開設し、それぞれ専属スタッフによる最新の

情報に基づく診療を提供しています。

　　　　　　　　　　　　　　　　（産科 主任部長　光田　信明　・　産科 部長　石井　桂介）

母性棟の病室を一部改装しました

産　科

母性内科 　母性内科は、妊娠・出産に関する生理・病態や薬剤リスクなどの知識や新しい知見を踏ま

えた総合診療内科であり、かつ、糖尿病、甲状腺疾患、自己免疫疾患、妊娠高血圧症など頻度

の高い母体合併症に習熟した専門内科でもあります。また、流産や死産、胎児発育遅延を繰り返

す不育症の原因究明や予防に取り組んでいます。　私たち母性内科医は、胎児環境を考慮しての妊婦治療、

内科疾患をもつ患者さんの妊娠前からの治療、出産後に変化する病態への対応といった妊娠をはさむ長

いスパンで診療を行います。

　妊娠は免疫や代謝をはじめとする生体システムに対する負荷試験である場合が多いことから、潜在的

な疾患を発見して早期治療・発症予防につなげて

います。

　母子医療センター産科を受診される妊婦さんの

合併症については「共観」という形で総合的な診

療を行い、また、他の産科医療機関への受診を継

続したまま当科が合併症を診断・治療あるいはコ

ンサルトさせていただくという連携診療も行って

います。

　　　

　　　　　　（母性内科 主任部長　和田　芳直）

設備を充実させ､プライバシーにも配慮しました
オプション（有料）でご利用いただけます

◀４床部屋
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　 当センターの PICU は　日本でも数少ない 24 時間集中治療医が常駐する

PICU です。人工呼吸や体外循環を必要とする重篤な子供さんの治療を得意にし

ています。でも、これまでは病床数が 8 床しかなく、常に満床状態であったた

めに、他院から重篤な患者さんの受け入れ要請があっても、PICU でお預かりす

ることができないことがよくありました。それは、私たちにとっても、とても辛いことで

した。新しい手術棟が完成すると、PICU はハイ

ケアユニット（HCU）も含めると 20床に増える予定です。

そうなれば、これまではお断りせざるをえなかった患者さん

を受け入れることができるようになります。このような患者

さんを、私たちが出掛けて行って当センターに連れてくるこ

とも考えています。

　私たちの経験や知識を生かして、重篤患者さんの治療に関する電話相談なども

お受けしていきたいと思っています。もちろん近隣の子供さ

んの心肺蘇生にも対応していきます。私たちは、今後、大阪

全体を対象にした PICU として頑張っていきたいと思ってい

ます。どうぞよろしくお願いします。

）之宗　内竹　長部任主 科療治中集（   　　                        

わが国ではじ

めての母性内

科医として 30

年前に母子医

療センターに

赴 任 し た 後、

長らく研究所

長として病気の本質を追究してきた

経験をもとに、エビデンスとグロー

バルスタンダードに基づいた診療を

スタッフとともに進めますのでよろ

しくお願いします。

昨年口腔外科は、
現役部長であっ
た小原浩先生を
亡くすという大
きな不幸を経験
しました。本当
に大きな喪失で

したが、いつまでも嘆き続けることは
小原先生の本望ではないと思います。
常に患者さんのベストを考えながら、
明るくフットワークの軽い口腔外科を
目指したいと思いますのでよろしくお
願い申し上げます。

 

地域医療連携室の室長交代のお知らせ

4 月より地域医

療連携室室長を

拝命しました。

これまで以上に

地域の医療機関

の皆さまと連携

し、前方支援だ

けでなく、後方支援の体制強化も

課題であると認識しております。

顔の見える連携を目指して努力し

てまいりますので、どうぞご協力

をお願いいたします。

鈴木 保宏

 

診療科　新任部長の挨拶

母性内科　主任部長
和田　芳直

口腔外科　部長
山西　整
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